
平成２９年度 自己評価計画書

石川県立松任高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

１ 授業規律の維持に努め、 ① すべての生徒が授業を受け 教務課 昨年度はＣ＋Ｄの合計が全体の 【成果指標】 Ａ 私語や居眠りをせず授業に集中し、いつでも発言ができるよ Ｃ、Ｄの割合が１０ ７月と１２月に生

落ち着いた学習環境のも る基本的態度を身につけら 各教科 ３１．３％であった。今年度も 生徒は私語や居眠りをせず、常 う積極的に授業に参加している。 ％を超えた場合、各 徒を対象に調査を

と、確かな学力を身に付 れるように指導する。 各学年 授業での集中度や態度（私語や に授業に集中している。 Ｂ 私語や居眠りをせず、集中して授業を受けている。 教科・学年で指導法 行う。

けさせ、進路実現を支援 居眠り）について指導が必要で Ｃ 集中力に欠け、私語や居眠りをすることがある。 を見直す。

する。 ある。 Ｄ 集中することができず、私語や居眠りをよくする。

② ＩＣＴ活用、Ａ・Ｌ導入等 教務課 昨年度はＡ＋Ｂの合計が６６． 【満足度指標】 Ａ 授業がよく理解でき、学力が高まった。 Ｃ、Ｄの割合が１０ ７月と１２月に生

授業の工夫、授業公開・校 各教科 ２％であった。Ｃ、Ｄ評価の生 授業がわかりやすく、理解で Ｂ 授業がある程度理解でき、少し学力が高まった。 ％を超えた場合、各 徒を対象に調査を

内授業研究会の充実等をと 徒の引き上げとＡ評価の生徒の き、学力が高まったと感じてい Ｃ 少し理解できないところがあるが、何とか授業についていけ 教科・学年で指導法 行う。

おして、授業力の向上を図 割合を高める必要がある。 る生徒が増加している。 ている。 を見直す。

り、生徒の理解を深める。 Ｄ 授業が理解できず、授業についていけなかった。

③ 家庭での学習習慣の確立を 教務課 家庭学習が習慣化されていない 【成果指標】 平均１日１時間を超えている生徒の割合が ＣまたはＤの場合、 年間５回実施して

図り、家庭学習時間の増加 各教科 現状が見られる。生活習慣を見 全員が家庭学習の習慣を身に付 Ａ ６０％以上である。 あるいは０時間の生 いる家庭学習時間

を目指す。 各学年 直し、家庭学習の大切さを理解 け、家庭学習時間が平均１日１ Ｂ ５０％以上６０％未満である。 徒がいる場合は各教 調査により評価す

させる必要がある。 時間を超えている生徒が６０％ Ｃ ４０％以上５０％未満である。 科・学年で指導法を る。

以上である。 Ｄ ４０％未満である。 改善する。

④図書だよりの発行やホーム 生徒会課 年間の図書室利用者数が

ページの掲載記事で、読書 図書館 授業での図書館の使用頻度は増 【成果指標】 Ａ ６，０００名以上である。 ＣまたはＤの場合、 利用者を月別に集

活動を啓発するとともに、 えたが、その後の生徒の来館及 年間の図書室利用者数として延 Ｂ ５，５００名以上６，０００名未満である。 取り組みを再検討す 計し、年度末に最

図書委員会活動を活発にし び貸し出し増にまで繋がらなか べ6,000名以上を維持する。 Ｃ ５，０００名以上５，５００名未満である。 る。 終集計を行う。

て、図書委員による図書館 った。 Ｄ ５，０００名未満である。

づくりを目指す。

⑤３年生の進学希望者に対し 進路指導課 昨年度は９０．９％の生徒が第1 【満足度指標】 ３年生進学希望者で自分の入試結果に満足している生徒が ＣまたはＤの場合、 あくまで１００％

ガイダンス機能を高め、個 ３学年 志望校に進学した。今年度も生 入試結果に満足である生徒が Ａ ９０％以上である。 取り組みを再検討す を目標に年度末ま

々に応じた指導や支援体制 徒が進学したい学校に合格でき ９０％以上である。 Ｂ ８0％以上９０％未満である。 る。 で支援する。

を強化する。 るよう、担任と連携して取り組 Ｃ ７０％以上８０％未満である。

む。 Ｄ ７０％未満である。

⑥３年生の就職希望者全員の 進路指導課 昨年度、学校紹介による内定率 【満足度指標】 ３年生就職希望者で自分の内定先に満足している生徒が ＣまたはＤの場合、 あくまで１００％

内定を実現するとともに、 ３学年 １００％を達成した。「内定先 自分の内定先にほぼ満足である Ａ ９０％である。 取り組みを再検討す を目標に年度末ま

内定先の満足率100％を目 にほぼ満足」以上は８８％であ 生徒が９０％以上である。 Ｂ ８０％以上９０％未満である。 る。 で支援する。

指す。 った。今年度も企業とのマッチ Ｃ ７０％以上８０％未満である。

ングを重視し、生徒の満足度向 Ｄ ７０％未満である。

上をはかる。



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

２ 挨拶の励行、端正な服 ① 職員全員で登校指導時に遅 生活指導課 昨年度は４５３回の遅刻があり、 【成果指標】 月ごとおよび年間の遅刻回数０の生徒の割合が ＣまたはＤの場合 遅刻者を月別に集

装容儀、遅刻・欠席の 刻防止を呼びかけるととも 各学年 生徒の意識も薄れてきている。学 職員は組織的な指導を行い、生 Ａ ９０％以上である。 は、指導法を見直 計し、年度末に最

減少等、のぞましい生 に、定期的に集会で啓発す 相談室 年によって、同じ生徒が遅刻を繰 徒に時間を守る習慣を身に付け Ｂ ８５％以上９０％未満である。 す。 終集計を行う。

活習慣を確立させ、心 る。挨拶運動に合わせて、 り返す場合と複数の生徒が遅刻し させる。 Ｃ ８０％以上８５％未満である。

豊かで安心感のある学 遅刻防止を呼びかける。 ている場合がある。 Ｄ ８０％未満である。

校づくりを促進する。

②職員は学校いじめ防止基本 生活指導課 いじめの早期発見、早期対応に努 【成果指標】 職員はいじめの早期発見に努めるとともに、いじめを察知した ＣまたはＤの場合、 ７月と１２月に職

方針に基づき、いじめの早 各学年 めるため、個人面談やいじめアン 職員はいじめ防止に取り組み、 場合には職員間で必要な情報を共有し、迅速に対応できていると 取り組みを再検討す 員を対象に調査を

期発見・未然防止に取り組 ケートを行っている。 迅速に対応する。 評価する職員の割合が る。 行う。

んでいる。 Ａ １００％以上である。

Ｂ ９０％以上１００％未満である。

Ｃ ８０％以上９０％未満である。

Ｄ ８０％未満である。

③ 環境委員を中心にゴミの分 保健相談課 昨年度のアンケート結果から、エ 【成果指標】 自分はエコ活動に日常的に取り組んでいると評価する生徒の割 Ｄの場合、意識向上 ７月、１２月に生

別やゴミのポイ捨て禁止等 コ活動に日常的に取り組んでいる 生徒に対して、環境整備・エコ 合が のためエコに関する 徒を対象に調査を

の活動を実施して、生徒全 生徒が５０．１％であった。 活動に関する教育ならびに啓発 Ａ ７０％以上である。 講演会等の行事を行 行う。

体に対して、環境整備・エ 活動を行う。 Ｂ ６０％以上７０％未満である。 う。

コ意識を向上させる。 Ｃ ５０％以上６０％未満である。

Ｄ ５０％未満である。

④生徒が端正な服装、容疑で 各学年 服装を端正に整えていない生徒も 【成果指標】 自分は服装、容儀を端正に整えて学校生活に臨んでいると思う ＣまたはＤの場合、 ７月と１２月に生

学校生活に臨むことができ 総務課 見受けられる。 端正な服装、容疑で学校生活に 生徒の割合が 指導法を見直す。 徒を対象に調査を

るようにする。 生活指導課 に臨んでいると自信を持ってい Ａ ７０％以上である。 行う。

る生徒が６０パーセント以上で Ｂ ６０％以上７０％未満である。

ある。 Ｃ ５０％以上６０％未満である。

Ｄ ６０％未満である。

⑤職員が緊密に連携して、問 相談室 昨年度は生徒の状況を全職員で把 【成果指標】 職員間で気になる生徒の情報を共有し、関係機関と連携し、チ Ｄの場合、職員間の ７月と１２月に生

題を抱える生徒の早期発見 握し、学年と教育相談が連携して 職員間の連携を密にして、生徒 ームで生徒の支援ができていると評価する職員の割合が 連携のあり方を再検 徒を対象に調査を

と支援及び問題行動の未然 支援する体制作りを行った。Ａ＋ ひとり一人の理解を深め、チー Ａ ９０％以上である。 討する。 行う。

防止ができるようにする。 Ｂが８８．４％だが、全ての生徒 ムで早期支援ができる。 Ｂ ８０％以上９０％未満である。

が安心できる学校にするためには Ｃ ７０％以上８０％未満である。

問題行動をチームで解決する体制 Ｄ ７０％未満である。

づくりが必要である。



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

３体力の向上に努め、部 ①部活動加入を促進すると共 生徒会課 昨年度最初は高い加入率であった 【成果指標】 継続して部活動をしている生徒の割合が ＣまたはＤの場合、 ４月と１０月に集

活動・生徒会活動の活 に継続して部活動に参加す 各学年 が、途中退部する生徒がおり、１ 部活動への加入を促し、継続し Ａ ９０％以上である。 取り組みを再検討す 計する。

性化を推進し、心身と ることの大切さを理解させ ０月では８割を切った。 て活動する生徒をの割合を高め Ｂ ８５％以上９０％未満である。 る。

もに健やかな生徒を育 る。 る。 Ｃ ８０％以上８５％未満である。

成する。 Ｄ ８０％未満である。

②朝の挨拶運動に参加する生 生徒会課 自分から挨拶ができない生徒が多 【成果指標】 挨拶運動に参加する生徒の割合が ＣまたはＤの場合、 ７月と１２月に集

徒を増やすために、生徒会 生活指導課 いので、意識付けをすることを目 生徒会、部活動、ＰＴＡと協力 Ａ ３０％以上である。 取り組みを再検討す 計する。

が率先して玄関に立ち、声 各学年 指す。 し 、年６回の挨拶運動を行 Ｂ ２５％以上３０％未満である。 る。

かけをす い、、自分から挨拶する機会を Ｃ ２０％以上２５％未満である。

る。 増やす。 Ｄ ２０％未満である。

③ 春の外周走（男子２ｋｍ女 体育科 運動を行うことが好きな生徒が多 【成果指標】 春と秋のタイムを比較して向上した生徒が ＣまたはＤの場合、 ４月と１０月にタ

子1.5ｋｍ）のタイムを測 各学年 く、積極的に体育に取り組む姿勢 秋に再度測定し、８０％以上の Ａ ８０％以上である。 取り組みを再検討す イムを測定する。

定後、全体のベースアップ が見られるが、自分の体力・運動 生徒のタイム向上を目指す。 Ｂ ７０％以上８０％未満である。 る。

を目指したサーキットトレ 能力について理解している生徒が Ｃ ６０％以上７０％未満である。

ーニングを体育の導入時に 少ない。 Ｄ ６０％未満である。

実施し、心肺機能と全身持

久率の向上を目指す。

４学校の取り組みや生徒の ①学年や各課からの通信の発 各学年 定期的な通信の発行やホームペー 【満足度指標】 広報活動（各種通信、メール配信、ＨＰ等）が充実しており学 ＣまたはＤの場合、 ７月と１２月に集

活動への理解を深めるた 行やホームページの更新を 各課 ジの更新をしているが、より細か 保護者に向けたメール配信やホ 校の取り組みに対して理解が深まったと答える保護者の割合が 取り組みを再検討す 計する。

め、広報活動の充実を図 随時行い、学校の教育活動 各部 な発信が必要である。 ームページの情報の更新を随時 Ａ ８０％以上である る。

り、保護者・地域から信 を積極的に発信する。 情報管理室 行い、学校の取り組みに対して Ｂ ７０％以上８０％未満である

頼される学校づくりに努 理解を深める。 Ｃ ６０％以上７０％未満である

める。 Ｄ ６０％未満である

②生徒会、各種委員会、学 生徒会課 学年や部活動単位で清掃活動、交 【成果指標】 外部（地域）の活動に参加した生徒の延べ人数が ＣまたはＤの場合、 ９月と２月に集計

年、部活動での地域交流や 総務課 通安全指導、ボランティア活動、 生徒会、各種委員会、各部活動 Ａ ６００人以上である。 取り組みを再検討す する。

貢献活動への参加の機会を 各学年 地域振興行事等に積極的に参加す を通して、外部（地域）の活動 Ｂ ５００人以上６００人未満である。 る。

増やす。 る生徒もいるが、昨年度よりさら に平均生徒1人1回以上参加す Ｃ ４００人以上５００人未満である。

に多くの参加を目指す。 る。 Ｄ ５００人未満である。




